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中
国
は
九
月
が
新
学
期
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
ら
ん
だ
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
重

た
そ
う
に
引
き
ず
り
な
が
ら
宿
舎
を
探
す
新
入
生

の
姿
が
微
笑
ま
し
い
。

中
国
の
大
学
定
員
数
は
「
科
学
技
術
と
教
育
に

よ
る
国
興
し
」
が
唱
え
ら
れ
た
一
九
九
八
年
の
一

○
八
万
か
ら
、
今
年
は
約
七
○
○
万
へ
と
急
拡
大

し
た
。
日
本
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
。

そ
の
広
き
門
と
な
っ
た
大
学
を
目
指
し
て
受
験

者
数
も
年
々
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
二
○
○

八
年
の
一
○
五
○
万
を
ピ
ー
ク
に
四
年
連
続
で
減

少
し
、
今
年
は
約
九
○
○
万
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

受
験
者
減
最
大
の
要
因
は
少
子
化
に
違
い
な
い
。

一
九
九
○
年
代
初
頭
に
は
二
○
○
○
万
を
超
え
て

い
た
出
生
数
は
、
二
○
○
○
年
代
に
入
り
一
六
○

○
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
十
八
歳
人
口
の

減
少
傾
向
は
今
後
も
続
く
。

し
か
し
、
受
験
者
減
少
は
少
子
化
だ
け
が
理
由

で
は
な
さ
そ
う
だ
。
一
言
で
い
え
ば
、
国
民
の
間

で
大
学
離
れ
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

合
格
し
て
も
入
学
を

辞
退
す
る
学
生
は
毎

年
四
○
万
人
に
上
る

と
い
う
。

大
学
に
進
学
し
な

い
で
ど
う
す
る
の

か
。
国
内
で
は
な
く

海
外
の
大
学
へ
留
学

が
珍
し
く
な
く
な
っ

た
。
海
外
留
学
す
る

学
生
は
二
○
○
八
年

の
十
八
万
人
か
ら
今
年
は
四
○
万
人
と
わ
ず
か

四
年
で
倍
増
し
た
。
大
都
市
の
高
校
で
は
、
留

学
に
直
結
し
た
「
国
際
班
」
が
次
々
と
設
立
さ

れ
て
い
る
。
過
酷
な
受
験
競
争
で
海
外
に
逃
避

し
た
い
学
生
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
「
国
際
班
」

が
応
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
十
年
ほ
ど
、
中
国
の
教
育
や
学
術
界
の
腐

敗
が
明
ら
か
に
な
り
、
権
威
を
失
墜
し
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
理
由
は
あ
る
も
の
の
、
大
学
が
敬
遠

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
大
の
要
因
は
別
に
あ
る
。

就
職
で
あ
る
。
大
学
生
の
就
職
難
、
卒
業
後
の
待

遇
悪
化
に
よ
っ
て
大
学
進
学
が
人
生
の
成
功
を
意

味
し
な
い
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
大
学
進
学
の
経
済
的
負
担
は
大
き
い
。

一
年
間
の
学
費
は
農
民
の
純
収
入
に
匹
敵
す
る
。

そ
の
一
方
で
以
前
の
よ
う
に
高
等
教
育
の
有
無
が

賃
金
に
直
結
す
る
時
代
は
終
わ
り
、
い
ま
や
農
民

工
が
比
較
の
対
象
と
な
る
時
代
で
あ
る
。

四
割
が
専
攻
と
は
関
係
の
な
い
仕
事
に
就

き
、
就
職
後
も
早
期
の
離
職
や
理
想
の
仕
事
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
の
は
大
学
全
入
時
代
の
日
本
の

若
者
の
姿
と
重
な
り
合
う
。
中
国
教
育
部
は
、
二

年
連
続
で
就
職
率
が
六
○
％
に
達
し
な
い
専
攻
に

対
し
、
募
集
定
員
削
減
あ
る
い
は
募
集
停
止
と
い

う
措
置
に
乗
り
出
し
た
が
、「
就
職
力
」
の
低
い

専
攻
は
名
前
を
変
え
な
が
ら
延
命
を
図
る
。

就
職
難
の
一
部
受
け
皿
は
大
学
院
と
い
う
先
送

り
で
あ
る
。
今
年
の
大
学
院
生
の
募
集
規
模
は

五
八
万
人
（
博
士
六
・
七
万
、
修
士
五
一
・
七
万
）

と
一
○
年
前
の
二
倍
以
上
に
上
っ
て
い
る
。

大
学
に
入
れ
ば
幸
福
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
時
代

は
よ
か
っ
た
。
大
卒
イ
ン
フ
レ
は
中
国
社
会
の
活

力
低
下
を
引
き
起
こ
す
。
中
国
に
お
い
て
も
大
学

の
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授　

遊
川
和
郎
）

中
国
で
進
む
大
学
離
れ

　

✿ 

研
究
所
だ
よ
り 

✿

　

記
録
的
な
猛
暑
が
終
わ
り
、
よ
う
や
く
秋

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
研
究
成
果
の

取
り
ま
と
め
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ジ
ア

研
究
所
で
は
、
現
在
、
次
の
５
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
に
は

西
澤
正
樹
教
授
を
中
心
と
す
る
調
査
団
を
派

遣
し
新
彊
財
経
大
学
と
新
彊
ウ
イ
グ
ル
地
域

で
共
同
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

① 

東
南
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

             

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
と
そ
の
影
響

② 

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
環
境
型
社
会

③ 

新
段
階
を
迎
え
た
東
ア
ジ
ア
Ⅲ

④ 

北
東
ア
ジ
ア
の
経
済
・
社
会
変
容
と
日
本 

Ⅱ

⑤セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
・
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
」

             

を
開
催
し
ま
す
。

　

日 

時
：
12
月
８
日（
土
）
13
時
半
～
15
時

　

会  

場
：
２
３
４
教
室

　

講  

師
：
遊
川
和
郎 

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授

　

テ
ー
マ
：「
党
大
会
を
終
え
た
中
国
と

                           

日
中
関
係
の
今
後
」 （3）

二
○
二
○
年
気
候
変
動
対
応
次
期
国
際
協
調

枠
組
み
再
構
築
に
向
け
た
ア
ジ
ア
地
域
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
の
可
能
性
に
関
す
る
研
究


